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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

○ Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込

まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、真核生物の様々な生命現象に不可欠な役割を果たしているタンパク質分解

について、二大分解系であるユビキチン・プロテアソームシステムとオートファジー・

リソソームシステムを取り上げ、それらの包括的な解明を目指すものである。研究は

順調に進展しており、多くの共同研究を含めた多数の論文発表がなされている。とり

わけ、胸腺特異的なプロテアソームサブユニットの発見と、ユビキチン・プロテアソ

ームシステムの関わる病態の解明は、期待を上回る研究成果に通じると評価できる。

一方、こうした研究の広がりは評価しつつも、タンパク質分解分野の先導者として、

プロテアソームの基本メカニズムに軸足を置き、より絞り込んだ研究を期待する意見

や、ヒアリング発表において、過去の研究業績と本研究における新規業績の明瞭な区

別及び研究代表者・研究分担者・他者の研究の相互関係の分かりやすい説明が欲しか

った、という意見などが出されており、今後の研究を進める上での参考としてほしい。 

 


